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1 1 3 周期...媒質が1回振動する時間
⇒ 波がIt進む時間ともいえる

T [ s ］ で A Cm］

す す む の で -たが蕺！
瘴､ （波の

（今回のモデ
図より
九二 1 5 × 5 . 0も｡ 5重

笠5.usでi i .
聶
：

次の波到着までの
時 間 は

75-：
10Cos600=57， =3，755

- _ - ，

* た 5 . c o s ⇒ f=f=020HZ2ドップラー効果、
T=3.75s⇒f=f=0.26HZ （観測者うごく場合）



IT動画をイメージできるようにしよう、
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ー|② おろして

t .①あげて

飛球一-1
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て
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syffdh.ee,



興
5cmも金|-_-～私〉とした。）

16cm

※櫽でるぜっいた𡝂=0での

グラフを読みとり
A= Ian、 入=lbcmnee

0.25sでも入（2cm）進んでいるので

びst8cmls_eet.lt
f入より
f = f = 8：08"_"=0.5，

!

､

T=fより
ただ「 二 2.05-.-



（2 た3で進むキヨリ lを考える .
た ひ さ

= 8 cm × 3 = 24 cm

こ れ は 1 入
（16cm

+ 8 C m なので

た0から8cmすすめた図を書く .

i

※'

' で 」（ _ た 。 ）

|8→
な ..だとした3 . 0）



国 は

!

波 の 式

作はyco.tmy-T.NO⇒ に
0よりおくれる.→ひく.|

た、

！！！鑾邈
璥む -
Y(at）の式が与えられているので
STEP②の「ずれを組み込む」」だけ
すればよい、

位置xでは9（at）よりもいおくれるので
y (a t）=As i nEtからもおくれた式を作ればよい

ya.t）=Y（0.t-E）
=AsinTK-E_eey.cn
= A sin2大（T-T）
滃いる恐鶯もッ

=As i n2E_ i .CN



囮 続 き
式のイメージを持つために、Y-x-t立体グラフを
團題迕のY(at）=As

i nEtはE0のは七グラフ

i .書ける

Y ( o . t tA s i nE t ( t sin型）
（これが問題文で与えられてる式）

r .

！！！？巉ジ
※𧸐藻鸝.name

（た

-！た。
（ E x )



I I I y - K- t立体グラフを書いてみる
ーー）ひ

it e i i i i i iTessaの答え .

y_がラフ

折り返す&§問題
文の図のグラフ

はし Y（0.t）=A s in(Et t f）
（l 位置 xでは E[s］おくれるので

Y ( x . t） =YCO.EE）
= A sin

"

にも）+E
= A sinに兀（Et）
=Asia｛2大（EE）

（2 書いたY-）（グラフを式にする.
- sin型からEおくれたグラフである。

苾長箭答虀ら=1𠠇
いったん無比 A s i n wt)
y_xグラフの型はY=As i nE T A s i n kt）
である。書けるようにしてお=ラ.



国続き
* 別 解

y a . t） の式で た0を代入すれば
Y(x.o）の式になる.
Y(x.o） = A s inした（T-T）

= A sinに元にも）
-_-がいしてい 學



1188-ns.am問題ではY（0.t）の式を作って.ずれを組み込む
のではなく、Yは、0）の式にずれを組み込む
流れになっている

やり方と し て-_-むりやりy（0.t）の式を作っていままで通り
とく .

y

iii.歳 "問題文よりYao）=A s i nGET）
+ sin型から
Eずれてる

Y（0.t）のグラフ
式にすると Y(at）=一がい（_たう

た！
元

- 2 - - 2え
ここからもおくれるので

は（x.t）=は（at-E）-_-As In倬（とも）

模範解答にあわせると⇒=だ。）e？𠷡eぇ



囮 続 き
や_Y（2.0）をベースにずれを組み込む

にT.fi/_eeiiiiiに北で讔きた
が同一に述能

した t）

⇒ Yは、t）=Y(x-ひと .0）

姿がば無.io
2=0を代入すると（2）の答えになる.

910.t）=Asin（扤Ott-E）
= A sin（-2たt-T）
- _ - A si nに T+ E）
=一がいしが「，の岩等え



1 1回 波の式の基本の型と比較して考える.

型 の y = A s in2元（T-T）
型 @ y = A s inT ( t - E）だん"にて波の進む向きが

ここに注目すれば 負の向きだと
どちらの型かわかる こ こ が t になる、

今回の式は

y=3.0sinた 4'"'た山嵜夏序が主なので変形
が

必 要
=-3.0sin兀（50t-4.07く）

/みたこがtではないので型②ではない
ここが2元でないので型のではない

型ので毟②でもないので、どちらかにあわせて

変型する.
型のにあわせると
よって.AE？0m_eiy=-3O.osin2た 2年〇-202〇

❤

A l た が
E

t . s たが、讃

で8人より ひこが
= '50-= 12、1 - 4 ）



1団璡退きにあわせる
と
は翌sin5〇年に一
帶○り

よって たが。 ..

!

.

も
入=25_

⇐
よ て A = 3 .、，（上り
T=E=01，，（エ2）
ひ = Eee= 12.5mk_ey.lt）

で f入より 入=f=ひT
九二 12.5×0.04=0.50わーいか



国媒質を、うき輪で浮いている人形ととらえて、
どちらにうごいているかイメージしよう

a→ひ飂𤭯灣鼺i i
｢蕭守男と
で

$

｣ 驀

% $

た

今から人形に向かって
くる波に注目する.

"''.｡ ....､
熱い
j！2S.Efegrr~f.fi/sK 逆向きになる



四 縦 波

m i m eY :
i .

. ： ､

ずれを、たてに置き
かえることで

T.fr?pgggy

元の位置からの左右のi i i .横波表示にできる、「璋、
圏

Y<0では媒質は左に変位.

1媒質の
東 𡏄､

※：：：：！寒いた！.と_
横と同様に考えた速度を左右に変換（賢窪）



1回続き
（2 波の進む向きが負の向きでも、
縦波の横波表示のルールは変わらない。
→ 石へのずれはEff？；左へのずれは負者，
に書いている .

* 媒質の速度は以下のように書ける.
八

i i .： た た



四
（1
図よりAが

底
A 㗴 は " "がい4 入 t l

でf］=fより
ひこ

g は 山 比 ⇒ 出

た 「

（2）

た（谷と谷）⇒盆、，⑤

figg時間が
たったら

&

山と山が重なることも
わかる

国⑧A B

象山と谷 ⇒逆位相
の点⇒笽､



IT続演の干渉.
↳ （経路差）=（半波長）×（偶数）で強め合経路差 = 半波長 × 奇数 で
弱め合い

式にすると
し

I A T - I I I = I × 2m で強め合い

⇒ I AT-間に翌
1 T - D 1 = E x Gm t I）で弱め合い

⇒ IT-BT1=（mt's)A
TETE（ロ）

（4 解答の通り、

う | | < ← こんな形になることは覚えておこう.



国
（自由

（l） （2）合成

e.it?iiiiii.t!i-
tiEJ

自由端

%

''

!

が瞻※：

%

傍

%

い..#'

！！.it！！めあ
だ｣⇒瞬

合成婆各点でyの値を足し算して合成す
る｡

「固定端、

片方が焱欝には
特........！！！！'；；
！！！；煕.jo？.

&

：ジンにさ

!

が上下

ひっくり返して

② 折り反す
（2合成波

t.ie/r：：itn:iiiii.

!

との e
12）合成波 の固定端は常に0⇒笙、



lil1）山で入射するときの作図
⇒ 山 は 谷 で炎

&

た孁藻が

!

たの上下

反 射ひっくり返す （図_4，，の状
況）反射波

疎で入射するときの作図

端 で 疎 を

i i.

!

無籤；鼗燃り鸊鱲

（図、1，，の状
況）

左図より
腹 ： B . D

t 節： A .C . E？：燕 ii：
幫！i'......
4

定常波のグラフを書くと、

最

%

！...& ｡

すごい振動
*

"

川-非柱の共
鳴のモデルである


